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海
　
外
　
日
　
誌
（
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
来
山
　
本
　
一
　
清

望
月
一
日
（
日
）

　
朝
七
暗
定
い
ふ
早
い
時
、
バ
ン
ビ
i
夫
人
が
吾
々
の
室
秘
叩
い
て
、
「
シ
カ
ゴ

か
ら
御
婦
人
連
れ
の
御
仁
蓮
が
見
え
ま
し
六
。
昨
夜
、
こ
の
村
に
着
か
れ
染
の

だ
そ
う
で
す
が
、
早
り
渥
か
つ
穴
の
で
．
只
今
訪
れ
て
來
ら
れ
ま
し
カ
。
階
下

の
室
に
待
っ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
」
定
の
こ
ぜ
。
床
の
中
で
碧
眼
が
醒
め
乗
ば
か
り

の
時
な
の
だ
が
、
定
に
か
く
起
き
ね
ば
な
る
ま
い
亡
、
大
急
ぎ
で
顔
な
洗
ふ
や

ら
、
着
物
た
着
る
や
ら
。
「
ハ
テ
、
豫
告
も
ぜ
す
に
訪
れ
て
來
を
・
に
、
誰
だ

ら
う
？
」
定
考
へ
な
が
ら
、
狼
狽
す
ろ
こ
亡
霧
だ
し
、
英
子
の
方
が
少
し
早
く

均
こ
し
‘
ら
へ
が
〃
畠
振
れ
の
で
、
脚
遡
鳩
速
く
、
階
段
か
降
り
て
、
そ
・
し
て
、
胸
た
お

ご
ら
ぜ
な
．
が
ら
、
戸
な
開
ゆ
り
て
、
室
へ
押
閉
た
出
ぜ
げ
『
コ
レ
u
μ
一
覚
大
吾
・
く

四
つ
雲
男
女
の
人
形
が
二
つ
、
椅
子
に
も
雲
れ
て
人
待
ち
顔
の
風
情
、
紳
士
に

に
バ
ン
ビ
ー
教
授
の
外
套
宅
帽
子
亡
な
着
ぜ
、
淑
女
に
に
シ
モ
ヌ
嬢
の
づ
1
下

町
着
ぜ
て
、
顔
に
匡
一
通
り
の
目
鼻
が
書
い
て
あ
洛
O
　
英
子
ば
暫
く
瀞
ン
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
プ
リ
ル

リ
O
別
室
で
に
子
供
達
の
慰
び
笑
ひ
の
聲
Q
I
一
な
る
ほ
こ
今
日
に
四
月
ブ
ー

ツ
の
日
で
あ
る
の
だ
1
1
軸

　
招
か
れ
て
、
朝
食
に
ば
り
1
氏
方
へ
行
く
。
食
後
、
「
入
形
來
客
」
の
一
節
他

話
し
て
き
か
ぜ
て
、
又
「
笑
ひ
O
l
一
十
時
牛
か
ら
蓮
れ
立
っ
て
敏
會
へ
行
く

今
日
ば
復
活
祭
日
で
、
薩
拝
に
集
つ
☆
人
々
の
撒
ぱ
弔
常
の
倍
も
あ
る
。
日
曜

転
校
の
方
で
も
、
特
溺
の
禮
式
が
あ
り
、
小
供
蓬
は
皆
卵
子
為
貰
っ
て
露
っ
て

行
く
。

　
午
後
一
叢
の
デ
イ
ソ
ナ
ー
に
ば
ミ
ス
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
來
て
食
卓
だ
共
に
す

ろ
O
食
後
ほ
暫
く
ひ
る
ね
O

　
夜
曇
り
Q

繭
月
島
日
（
月
）

　
日
食
襯
測
が
近
づ
く
の
で
、
天
丈
三
内
に
於
い
て
、
そ
れ
ぐ
の
準
備
が
忙

し
そ
う
。
フ
ロ
ス
ト
越
境
ピ
パ
ー
ク
教
授
定
に
暇
が
あ
れ
ば
首
潜
集
め
て
侮
く

れ
ビ
相
談
し
て
み
ろ
。
今
日
か
ら
り
－
践
は
天
丈
皇
の
繭
．
庭
に
太
陽
鏡
な
持
ち

出
し
、
蕉
黙
距
離
六
十
駅
の
ソ
ン
ズ
々
並
べ
て
、
時
計
仕
掛
の
調
節
た
や
っ
て

み
る
。

四
月
三
日
（
火
）

　
今
日
に
村
の
役
入
日
の
選
塞
日
O
　
我
が
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
。
べ
一
匡
四
『
年
前
．

ま
で
は
隣
村
フ
ォ
ン
タ
ナ
村
の
一
部
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
近
年
掲
立
し
て
自
治

團
燈
ぜ
な
り
、
其
の
初
代
の
村
長
亡
し
て
に
、
天
文
姦
の
バ
ン
ッ
ト
教
授
が
選

ば
れ
、
助
役
に
匡
サ
ー
琉
が
二
っ
て
今
日
に
及
ん
だ
。
ぜ
こ
ろ
が
今
度
改
選
期

に
な
っ
て
、
が
ラ
ー
．
ジ
（
自
働
車
蓮
韓
業
）
の
主
人
ヅ
ン
ゴ
ル
ザ
ー
氏
が
バ
レ
ツ

ト
氏
な
向
ふ
に
ま
匡
し
て
反
謝
派
の
候
補
に
打
っ
て
出
目
芝
い
ふ
わ
け
。
藪
日

前
か
ら
演
読
會
だ
の
何
だ
の
ビ
言
っ
て
村
ぽ
可
な
り
騒
い
で
ゐ
プ
。
學
校
の
生

徒
な
ご
も
誠
顔
の
稽
古
隠
し
て
み
た
そ
う
な
。
ヅ
ン
ゴ
ル
ザ
ー
氏
立
候
補
の
理

由
に
、
バ
レ
ソ
ト
巽
の
水
道
改
修
政
策
に
よ
っ
て
地
方
税
の
櫓
撫
ぜ
ら
れ
る
の

一
反
罫
す
ろ
の
で
あ
る
ミ
い
ふ
。
一
　
天
声
蔓
の
有
権
者
六
ち
匡
勿
論
皆
バ

レ
ツ
｝
派
…
で
、
我
家
の
バ
ン
ビ
i
…
教
撲
も
夫
人
も
午
一
路
中
に
田
面
示
一
ド
行
っ
た
。

叉
、
村
で
も
物
の
わ
か
つ
穴
連
申
ば
味
方
だ
こ
い
ふ
見
込
み
で
あ
っ
カ
が
、
午

後
に
な
っ
て
反
封
振
が
御
手
り
も
の
の
自
動
車
で
有
擢
者
の
認
り
出
し
な
や
つ

六
距
め
、
形
勢
に
樂
凝
を
許
さ
な
く
な
つ
六
Q

　
午
後
入
時
、
自
分
ば
天
丈
壷
の
自
室
で
讃
書
し
て
み
ろ
鷲
ス
ト
ル
フ
ェ
君

が
馳
け
込
ん
で
來
で
、
「
ミ
ス
タ
・
バ
レ
ソ
ト
ば
薄
幸
し
糞
！
僅
か
一
票
の
差

で
」
亡
い
ふ
。
可
i
氏
も
互
選
で
天
丈
蔓
派
ば
敗
北
し
た
◎
一
あ
定
で
開
け

ば
、
天
丈
豪
の
サ
リ
ヅ
ン
氏
ば
昨
夜
襯
測
の
糞
め
、
今
日
は
朝
か
ら
終
日
ね
て

る
て
、
選
畢
に
ば
棄
暮
し
乳
亡
の
こ
定
Q
穫
念
々
々
。

　
椥
耕
聞
に
、
よ
り
、
　
在
。
バ
リ
の
日
本
の
一
二
殿
下
御
遭
難
の
報
為
知
つ
ナ
P
o

鶴
月
醜
日
（
水
）

　
㌣
ウ
ン
ト
・
ホ
”
ヨ
〃
女
子
大
學
の
天
交
・
　
二
王
ミ
ス
9
ヤ
ン
グ
氏
昨
夜
來
着
『

今
日
よ
り
三
ケ
月
ほ
こ
営
所
で
光
度
研
究
な
ぜ
ら
れ
ろ
Q
宿
ば
り
正
氏
宅
、
食

事
ば
ミ
ス
・
カ
ル
ザ
ー
不
方
、
研
究
室
に
パ
ー
ル
教
授
室
。

　
夜
、
パ
ー
ル
氏
ぜ
共
に
二
十
四
吋
．
で
駅
者
座
V
星
撮
影
　
o

　
英
子
に
カ
シ
ヅ
ー
不
方
で
戴
縫
會
に
出
席
。
十
時
同
道
聾
宅
。

四
月
正
日
（
木
）

　
小
遊
星
エ
｝
う
の
位
置
た
計
算
し
て
推
定
幾
な
作
ろ
。

　
夜
に
プ
〃
i
ス
鏡
で
小
遊
星
奄
多
く
撮
影
す
。

　
デ
ア
が
ー
ン
天
交
町
長
フ
オ
〃
ス
氏
か
ら
招
待
懸
が
來
敦
Q
近
い
申
に
往
訪

す
ろ
こ
定
定
す
ろ
。

（
一
玉
）
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四
月
六
日
（
金
）

　
英
子
に
コ
ル
ド
バ
星
表
ε
ケ
ー
プ
星
表
の
攣
光
星
の
計
算
な
や
ろ
。

　
減
分
直
終
日
、
昨
夜
の
爲
翼
の
現
像
、
検
査
、
．
計
算
。

　
ジ
シ
バ
ー
ン
天
・
叉
嶺
量
長
ス
テ
ビ
ン
ス
よ
q
「
游
一
ぴ
に
來
い
］
ビ
い
ふ
手
紙
。
來

月
行
く
筈
の
返
事
た
出
す
。

四
月
凶
日
（
土
）

　
攣
光
星
の
統
計
硯
究
Q

　
午
後
、
蝋
央
｝
十
ば
レ
ー
キ
。
セ
．
千
バ
町
へ
陶
器
ひ
物
に
行
く
O

囲
月
八
日
（
日
）

　
午
前
申
、
教
會
行
き
。

　
午
後
、
パ
ー
ク
教
授
訪
問
O
そ
れ
か
ら
り
1
氏
方
葎
訪
ひ
、
同
夫
人
の
案
内

で
三
人
が
湖
岸
た
散
歩
す
ろ
。
水
際
の
草
に
少
し
ば
か
り
春
ら
し
い
氣
分
が
見

え
て
來
れ
。

　
夜
、
ブ
ル
ー
ス
で
観
測
Q

麗
月
九
日
（
月
）

　
際
て
知
ら
ぜ
の
あ
っ
た
通
り
、
午
前
十
一
時
、
シ
カ
ゴ
か
ら
田
崎
氏
束
訪
。

英
子
ε
二
人
で
停
車
場
ま
で
迎
え
に
行
つ
糞
が
、
珍
ら
し
い
程
の
雪
ビ
風
霊
で

氣
の
毒
で
あ
っ
六
〇
1
一
　
ミ
に
か
く
、
天
丈
蔓
へ
案
内
し
て
、
取
り
敢
へ
す
、

研
究
室
や
十
二
吋
塔
な
ご
た
見
ぜ
た
。
そ
れ
か
ら
正
午
に
に
共
に
バ
ン
ビ
ー
筑

宅
に
露
っ
て
食
｛
畢
O
後
、
叉
、
天
丈
山
量
へ
蹄
っ
て
二
十
四
吋
、
四
十
吋
の
旧
眼
に
、

望
遠
鏡
か
・
見
ゼ
れ
。
其
後
、
圖
書
室
に
休
息
、
久
し
ぶ
り
に
い
ろ
一
亡
日
本

の
事
な
ご
話
す
。

　
午
後
四
時
、
同
氏
に
シ
カ
ゴ
へ
蹄
ら
れ
る
の
で
、
又
、
膝
車
場
へ
見
逡
る
。

　
夜
、
バ
ン
ビ
i
教
授
及
び
シ
モ
ヌ
嬢
ピ
四
人
で
村
の
小
肱
校
に
開
か
れ
ろ
父

兄
會
の
講
演
會
に
行
き
、
ミ
ル
チ
ー
キ
i
博
物
館
の
ス
ミ
ス
氏
の
粧
物
講
話
た

き
く
Q

　
夏
服
が
出
來
て
來
大
〇

四
．
月
十
日
（
火
）

　
研
究
室
．
で
計
算
。

　
夜
曇
り
。
　
明
日
か
ら
族
行
す
ろ
の
で
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
案
内
准
調
べ

る
。

（
一
六
）

四
月
十
剛
日
（
水
）

　
骨
｝
休
め
な
無
れ
㍉
グ
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
開
か
れ
る
心
弛
教
門
育
M
大
話
に
出
席
の

れ
め
、
叉
、
同
地
の
天
丈
教
育
覗
察
の
カ
め
、
今
朝
七
時
振
出
獲
。
今
ん
ご
ほ

猫
り
族
。

　
シ
カ
ゴ
北
西
停
車
揚
着
九
晧
雫
、
同
十
時
牛
、
ラ
サ
ル
停
車
揚
か
ら
ニ
ゥ
ヨ

7
ク
・
セ
ン
下
ラ
ル
線
の
急
行
に
乗
り
込
む
。
下
り
ー
ド
で
東
部
標
準
時
の
城

内
に
入
ろ
。

　
午
後
・
七
時
、
一
深
重
の
「
如
く
、
〃
り
ー
ヴ
ラ
ン
ド
…
聯
合
酬
停
車
揚
に
舶
濃
い
て
、
車

奄
下
り
糞
が
、
．
生
憎
、
雪
混
り
の
雨
降
り
で
北
風
が
寒
い
。
　
自
働
車
葎
雇
ふ

て
、
ホ
テ
ル
・
〃
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
入
ろ
。
　
こ
」
に
市
街
の
中
央
廣
揚
に
墓
ん

だ
一
角
を
占
め
て
、
誠
に
立
派
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　
宗
教
々
育
大
畑
ほ
當
ホ
テ
ツ
の
夜
馬
場
で
、
今
日
の
午
後
八
時
か
ら
始
ま

ろ
。
薪
聞
の
前
景
氣
で
は
來
會
人
員
一
千
人
定
あ
る
の
で
、
如
何
に
大
き
な
ホ

テ
ル
も
今
日
に
少
し
匡
混
雑
す
ろ
だ
ら
う
定
思
っ
て
ゐ
糞
。
し
か
る
に
、
來
て

見
て
、
「
大
會
ば
何
の
室
で
あ
る
の
か
」
ヒ
運
星
イ
に
聞
い
力
定
こ
ろ
が
、
「
會

合
ば
幾
つ
も
開
か
れ
て
る
ま
す
が
、
お
尋
ね
の
會
に
何
會
で
す
か
」
ぜ
問
ひ
返

さ
れ
て
、
ギ
ヤ
フ
ン
ビ
塗
つ
カ
。
ー
ー
會
ほ
町
長
ソ
ー
ソ
ス
氏
の
演
観
「
新
聴
代

の
宗
敏
葦
戸
し
、
つ
い
で
ハ
ゥ
牧
師
の
説
敏
「
今
日
の
人
心
し
。

寒
月
†
二
日
（
木
）

　
今
日
ば
、
一
日
中
、
正
直
に
宗
教
々
育
の
諸
會
合
に
出
席
す
る
定
吾
め
ろ
。

先
づ
朝
九
時
間
ら
G
A
コ
i
教
授
の
座
長
で
協
議
會
、
題
ば
「
宗
｛
教
々
育
の
敷

果
の
髪
見
」
、
つ
穿
い
て
「
其
の
結
果
機
見
の
改
良
如
何
」
。
　
午
後
は
會
長
ソ
ー

ソ
ス
教
授
座
長
ビ
な
り
、
叉
協
議
會
で
、
題
ば
「
人
間
性
に
關
す
る
諸
口
題
し
）

　
午
後
四
時
頃
、
一
先
づ
會
が
終
つ
糞
の
で
、
自
分
に
回
り
で
附
近
の
街
路
な
散

歩
に
出
か
け
、
公
衆
廣
揚
た
一
撃
巡
つ
力
後
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
街
々
西
へ
行
っ

て
、
ヴ
ア
4
ア
ダ
ル
ト
（
大
釣
橋
）
の
肚
醗
か
見
、
隔
量
り
に
に
鐵
工
場
の
多
い
邊

り
為
通
つ
穴
。
夕
食
後
、
．
イ
ウ
ク
リ
ド
街
を
散
歩
し
、
そ
れ
か
ら
湖
岸
に
出

て
、
波
の
上
に
美
し
く
没
し
て
行
ぐ
太
陽
秘
見
る
・

　
夜
八
時
か
ら
、
大
會
場
で
O
デ
ビ
ス
師
の
読
教
「
宗
教
々
育
ぱ
数
會
よ
り
何

々
望
む
か
」
、
次
で
J
M
ク
ー
ト
ラ
」
敏
授
の
講
演
「
理
學
時
代
の
宗
教
教
．
育
」
。

四
月
十
㎜
昌
日
（
金
）

　
朝
入
畔
過
、
宿
か
出
て
、
ケ
ー
ス
鷹
用
理
學
校
へ
行
か
う
定
し
六
が
、
ウ
ェ
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ド
公
園
行
き
の
電
車
に
乗
っ
て
、
方
角
な
馨
り
、
大
ま
ご
つ
き
」
や
つ
ε
、
人

に
聞
き
ル
、
、
イ
ウ
ク
リ
ド
街
に
幽
で
又
電
車
に
乗
り
、
十
時
雫
頃
に
遂
に
大

回
活
相
に
到
着
Q
直
ち
に
目
ざ
ず
ク
ー
ス
學
校
の
物
理
學
教
室
た
訪
ふ
六
。
．
し

か
る
に
フ
ロ
ス
ト
氏
か
ら
の
紹
介
駅
た
持
っ
て
來
た
の
に
宥
名
な
D
c
ミ
ラ
ー

教
授
に
y
シ
ン
ト
ン
へ
講
演
に
行
つ
穴
オ
て
不
在
Q
マ
ー
テ
ン
マ
」
い
ふ
軸
宥
い
講

師
が
極
め
て
親
切
に
各
室
た
案
内
し
て
く
れ
れ
。
　
か
の
有
名
な
マ
イ
ケ
ル
ソ

ン
・
モ
マ
ソ
ー
の
實
齢
…
し
糞
こ
い
ふ
光
波
干
渉
器
も
見
糞
。
　
午
後
に
天
文
學
助

教
授
ナ
ソ
サ
ゥ
に
自
働
車
で
案
内
し
て
貰
っ
て
、
市
外
れ
の
ワ
ー
ナ
ー
・
ス
エ

ツ
ー
氏
紐
念
天
文
豪
を
蓼
縛
し
た
。
新
し
く
、
十
吋
程
度
の
器
械
で
あ
る
が
、

襲
ま
し
い
ぐ
ら
ゐ
立
派
に
調
っ
て
ゐ
六
Q

　
三
途
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
街
に
フ
ー
ナ
τ
・
ス
エ
ジ
ー
會
冠
か
防
門
。
　
し
か
し
生

憎
、
叉
、
ソ
ー
ナ
喜
氏
も
ス
エ
ツ
1
氏
も
不
在
塚
の
で
、
主
事
シ
ー
り
i
氏
に

案
内
し
て
貰
っ
て
工
場
内
を
塗
鶴
、
今
製
作
中
の
エ
ス
ソ
イ
ア
ン
大
學
の
六
十
・

吋
望
遠
鏡
、
そ
れ
か
ら
南
来
コ
ル
ド
バ
天
文
盗
行
き
の
大
反
射
望
蓮
鏡
の
部
分

布
見
六
。

　
夕
⊥
万
、
宿
に
編
蹄
鏑
贋
、
入
時
か
ら
大
會
に
出
て
、
ツ
ヨ
ン
ス
師
の
「
心
宣
教
上
に

於
け
る
家
庭
の
梅
利
如
何
」
、
つ
い
で
ン
イ
グ
ル
教
授
の
「
宗
敏
々
育
上
よ
り
見

力
る
公
立
學
校
の
問
題
」
黒
き
く
Q

四
月
十
翻
日
（
土
）

　
朝
入
時
牛
、
宿
か
引
き
上
げ
、
南
西
電
車
詩
道
に
乗
っ
て
、
午
前
十
一
時
頃
、

ナ
ベ
リ
ン
町
に
着
O
大
學
の
事
務
所
で
宿
を
き
い
て
、
蓮
藤
君
の
居
る
曾
い
ふ

カ
ゥ
ン
シ
ル
・
ホ
ー
ル
な
訪
問
Q
　
正
午
、
同
君
、
宮
川
君
、
水
向
君
等
ビ
午
食

あ
、
共
に
し
そ
れ
か
ら
ホ
ー
ル
に
欝
つ
ゴ
、
、
雑
談
す
。
日
本
人
學
生
諸
君
多
く
集

ろ
。
午
後
三
時
か
ら
岩
谷
、
本
出
爾
君
の
案
内
で
、
自
働
車
で
大
倉
町
の
内
外

々
散
歩
し
、
同
志
肚
創
立
者
デ
ビ
ス
博
士
の
墓
に
も
塗
拝
。
四
時
か
ら
ば
幅
原

君
を
加
へ
て
、
四
入
連
れ
で
、
雨
風
秘
冒
し
、
イ
リ
リ
ア
町
の
日
本
人
料
理
店

へ
食
地
墨
秘
し
に
炉
∬
く
。
午
後
八
畔
、
叉
、
ナ
ベ
リ
ン
に
階
吃
り
、
丁
度
、
大
學
大

會
堂
で
開
か
れ
て
る
ろ
活
動
為
藁
ナ
リ
ヴ
ア
・
ト
ゥ
イ
ス
ト
盗
見
汚
。

　
夜
ば
カ
ウ
ン
シ
ル
・
ホ
ー
ル
の
輻
原
君
の
室
で
眠
る
〇

四
月
十
五
B
（
日
）

朝
九
時
孚
か
ら
宮
川
湯
淺
二
君
に
連
れ
ら
れ
て
、
大
嶺
内
の
日
曜
學
校
か
謬

灘
…
、
親
切
な
る
ロ
ビ
ジ
ヤ
ア
教
授
の
案
内
を
受
く
〇
十
時
牛
か
ら
ブ
イ
ン
ニ
が

高
堂
で
争
心
な
濃
拝
式
に
塗
列
、
湯
淺
君
に
唱
歌
徴
に
加
に
る
。
　
禮
拝
式
後
、

早
々
、
荷
物
な
ま
電
め
、
多
く
の
諸
君
に
別
れ
、
電
車
で
イ
リ
可
ア
に
行
く
。

車
中
、
支
那
人
學
生
ヤ
ン
君
電
大
に
談
ず
（
日
本
巨
霊
英
語
混
用
）
O

　
イ
リ
リ
ア
停
車
場
て
午
後
一
時
牛
の
臨
急
列
車
に
乗
り
コ
ー
チ
で
西
行
。
七

畦
宇
ヅ
カ
ゴ
の
ラ
サ
ル
停
車
場
活
、
直
ち
r
日
本
人
青
年
合
β
に
入
り
宿
る
。
す
る

ミ
、
圖
ら
す
も
昨
日
か
ら
、
京
都
大
學
霧
雲
部
の
眞
下
助
教
授
が
當
地
に
來
て

る
ろ
ビ
の
こ
ざ
、
大
工
口
び
、
早
・
速
、
宿
の
プ
ラ
グ
ス
ト
ー
ン
に
電
話
奄
か
け
ろ

書
、
あ
ち
ら
も
喜
ん
で
、
尚
も
な
く
自
働
車
で
青
年
會
へ
か
け
つ
け
て
來
ら
れ

ぬ
。
　
時
間
ば
か
q
話
す
○
明
朝
自
照
か
約
し
て
牽
牛
別
ろ
。

囮
月
÷
六
日
〔
月
）

　
朝
九
時
、
プ
ラ
〃
ス
ト
ー
ン
・
ホ
テ
ル
に
眞
下
君
な
訪
ね
、
同
行
の
人
々
定

共
に
暫
く
市
街
奄
見
物
、
午
前
十
一
頃
、
デ
イ
ア
ボ
ー
ル
街
に
北
西
大
學
屠
學

郡
か
｛
参
．
観
し
六
。
，
そ
れ
か
ら
同
氏
等
ば
シ
カ
ゴ
大
功
へ
行
か
れ
六
が
、
自
分
だ

け
ば
別
れ
な
告
げ
、
㎜
旦
、
青
年
會
に
昂
り
、
沸
物
准
ま
ビ
め
、
午
後
三
時
牛
、

北
西
停
車
場
か
ら
べ
一
に
麟
ろ
。

圏
皇
民
暫
日
（
火
）

　
午
前
申
、
研
究
室
へ
幽
力
が
、
午
後
ば
疲
れ
の
れ
め
、
ひ
る
ね
。

翻
月
十
八
日
ρ
水
）

　
何
だ
か
、
痛
く
て
首
が
ま
ば
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
午
後
、
硯
究
室
か
ら
の
蹄

途
、
ガ
ン
パ
ス
で
子
供
蓮
ぜ
瀞
i
ル
か
投
げ
て
遊
ぶ
Q

　
夜
ば
小
遊
星
や
北
極
の
爲
撰
撮
影
。
夜
孚
頃
、
十
二
平
素
に
上
っ
て
、
ミ
ス
・

ヤ
ン
グ
が
蟹
座
星
團
の
光
度
測
定
な
や
っ
て
ゐ
ら
れ
る
の
な
見
、
暫
く
自
分
も

そ
れ
海
手
傳
ふ
。

輪
西
十
九
日
（
木
）

　
南
西
の
風
、
温
度
七
十
度
（
華
氏
）
豪
い
ふ
暖
か
さ
。
今
ま
で
着
て
ゐ
療
冬
の

シ
ヤ
ソ
な
ご
な
脆
ぎ
か
へ
て
、
心
底
か
ら
春
の
氣
分
に
な
ろ
。

　
午
後
三
時
玉
十
五
分
マ
＼
五
時
二
十
分
亡
に
ア
レ
デ
バ
ラ
ン
（
牡
牛
の
ア
星
）

の
掩
蔽
が
あ
る
。
之
れ
に
關
す
ろ
推
算
結
果
が
、
か
れ
て
、
ロ
シ
ア
の
カ
ル
コ

フ
天
丈
豪
か
ら
逡
ら
れ
て
來
て
る
カ
Q
今
日
匡
其
の
時
刻
に
、
バ
ン
》
1
、
ス

ト
ル
ー
フ
ェ
爾
氏
に
四
十
吋
へ
、
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ
ぜ
自
分
ご
は
十
二
吋
へ
行
っ

て
脚
削
測
。
』
一
　
結
果
、
推
特
昇
時
刻
よ
叫
十
山
ハ
秒
及
び
二
十
一
秒
煉
［
い
。

（
一
七
）
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“
　
夜
、
英
子
匡
ミ
ス
・
カ
ル
ヅ
ー
下
民
で
裁
縫
會
Q

　
日
本
銀
行
よ
り
電
報
鰯
替
一
〇
四
七
・
六
〇
弗
來
る
Q

圏
月
二
十
日
（
金
）

　
フ
ロ
ス
ト
壷
長
匡
今
朝
出
獲
、
夫
人
亡
同
一
で
、
ン
シ
ン
㍗
ン
府
へ
國
立
理

藥
院
の
年
三
に
出
席
。

　
夕
方
、
英
子
ご
湖
岸
を
散
歩
し
，
有
名
な
コ
ン
フ
エ
ン
ン
ス
・
ポ
イ
ン
ト
あ

大
り
為
歩
く
。
夜
空
曇
り
。
午
後
八
時
よ
リ
売
宅
の
子
供
逡
ぜ
共
に
村
の
學
校

へ
行
っ
て
、
ハ
イ
ス
〃
i
ッ
』
第
三
年
侃
猟
爪
生
の
演
劇
酬
「
b
ロ
臼
剛
H
O
日
①
0
9
露
①
臼
O
自
」

准
翻
…
ろ
。
感
心
旦

強
豪
二
十
一
日
（
土
）

　
午
後
二
時
過
ぎ
、
英
子
ほ
り
1
夫
妻
に
認
れ
ら
れ
て
デ
ラ
ヅ
ン
町
へ
行
つ

糞
。
定
こ
ろ
が
夕
食
時
に
な
っ
て
も
録
ら
な
い
Q
　
「
途
中
で
自
働
車
に
故
障
が

趨
つ
れ
の
ち
や
な
い
で
ぜ
う
か
」
ご
バ
ン
ビ
ー
夫
人
ば
心
醸
し
て
、
可
一
氏
の

留
守
宅
へ
電
話
奄
か
け
れ
り
し
て
ゐ
ら
れ
距
Q
　
ミ
．
こ
ろ
が
十
時
頃
に
な
っ
て
、

一
行
三
人
、
車
塵
な
基
げ
て
、
堂
々
定
露
っ
て
來
て
、
曰
く
「
エ
ル
〃
ホ
ー
ン

町
へ
ま
匡
リ
、
ス
テ
イ
翔
氏
の
御
宅
に
御
馳
走
に
な
っ
て
ゐ
ま
し
れ
」
。

騨
月
二
十
二
日
（
臼
）

　
午
前
中
、
数
會
に
黙
拝
。
其
の
後
、
バ
ソ
ソ
ト
夫
人
の
望
み
に
よ
り
、
自
分

ば
日
曜
學
校
の
上
級
女
生
徒
に
日
本
の
宗
教
事
情
か
話
す
。
．

　
午
後
、
η
1
露
な
訪
問
。
そ
れ
か
ら
パ
ー
ク
氏
夫
妻
芒
湖
岸
ま
で
散
歩
。
つ

い
で
、
「
同
、
カ
ル
バ
ー
ト
方
か
誇
問
。

　
夜
曇
り
。
上
り
で
教
會
の
集
會
へ
出
席
し
、
南
部
ア
フ
リ
カ
か
ら
餓
っ
て
來

れ
傳
道
者
の
土
産
話
た
き
く
〇

四
月
二
十
回
翻
心
日
（
月
）

　
午
後
二
時
、
”
i
氏
に
連
ら
れ
て
ソ
ー
キ
・
セ
ネ
バ
町
に
行
き
、
薗
警
ヴ
イ

カ
ー
ス
に
歯
閂
の
論
恥
査
た
し
て
瞥
ハ
ふ
〇
五
時
晶
蹄
宅
。

　
夕
合
κ
後
、
カ
ン
バ
ス
た
散
歩
Q

騰
月
二
十
四
日
（
火
）

　
終
日
、
研
究
室
。

（
凶
入
）

四
月
昌
争
五
日
（
水
）

．
旦
ム
朝
一
時
小
†
起
床
、
ブ
ル
ー
ス
宣
召
県
門
で
…
蝸
、
虹
融
手
あ
ナ
戸
り
の
口
星
座
な
一
撮
影

三
時
牛
に
、
も
に
や
東
天
が
自
ん
で
來
て
篇
眞
を
績
け
ら
れ
な
く
な
つ
六
に
に

驚
い
カ
。
高
緯
度
の
夏
に
天
丈
家
の
カ
め
に
閥
ひ
だ
．

四
月
二
十
六
日
ハ
木
）

　
午
後
六
時
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
丈
出
量
か
ら
一
戸
洲
ス
イ
喜
デ
ン
に
麟
回
す
ろ
途

申
の
K
ル
ン
ド
マ
ル
〃
氏
が
當
地
へ
遣
る
の
で
、
夕
方
、
英
子
定
共
に
、
散
歩

か
れ
一
停
車
揚
へ
迎
へ
に
行
く
O
パ
ー
ル
、
バ
ン
ビ
．
1
一
嗣
氏
も
蹴
る
O
同
氏
「

夫
妻
ば
今
目
か
ら
一
ご
二
日
パ
ー
ル
氏
の
客
定
な
ろ
。

　
夜
八
蒔
、
宅
の
子
供
達
定
共
に
學
校
へ
活
動
三
三
奄
見
に
三
つ
六
。
題
に

「
9
幕
8
。
く
舞
」
ビ
い
ふ
の
で
、
愛
蘭
の
少
女
の
慧
な
商
い
糞
喜
劇
で
あ
っ

六
。
十
晧
工
大
満
足
で
蹄
っ
て
來
て
、
吾
々
二
人
は
宅
へ
に
行
か
す
、
直
ち
に

硯
究
室
に
來
て
見
ろ
ぐ
＼
ス
ト
ル
ー
フ
ェ
君
が
面
相
愛
へ
て
や
っ
て
來
て
、
火

事
だ
！
皆
焼
け
公
ー
ー
”
亡
い
ふ
。
そ
れ
が
例
の
ロ
シ
ア
罵
り
で
、
聞
音
手
が
英
子

ε
來
て
る
う
か
ら
、
意
味
が
通
じ
な
い
。
「
何
で
す
？
」
ビ
言
っ
て
慮
分
も
出
て

激
て
見
る
オ
、
ス
ト
〃
ー
フ
エ
君
曰
く
「
バ
ン
ビ
ー
ス
プ
ル
ク
の
家
が
焼
け
て
、

塵
所
ほ
丸
焼
け
。
燗
り
で
～
、
始
め
匡
、
ひ
ご
い
事
だ
つ
れ
Q
し
か
し
、
あ
な

距
の
室
に
安
登
で
す
し
ぜ
い
ふ
。
ソ
可
や
大
攣
だ
、
大
狼
狽
で
馳
け
出
し
て
宅

へ
三
っ
て
行
く
ρ
…
：
な
ろ
ほ
こ
、
例
に
な
く
宅
の
湛
々
の
電
燈
ぼ
明
々
定
貼

ぜ
ら
れ
て
、
人
が
浮
浮
笛
入
し
て
み
る
。
裏
口
か
ら
飛
ん
で
望
外
か
覗
く
マ
＼

眞
黒
々
亡
焼
け
六
墓
所
の
中
は
無
茶
苦
茶
に
物
が
こ
ば
れ
て
る
て
～
其
の
中
で

泥
だ
〃
ら
け
に
な
っ
た
御
‡
…
人
バ
ン
ビ
重
一
教
授
マ
」
サ
ー
氏
亡
が
r
大
膳
で
曲
ハ
奮
し
て

み
る
。
ミ
ス
・
カ
ル
バ
1
ト
等
を
始
め
、
婦
人
六
ち
も
澤
山
見
舞
に
壷
口
み
る
。

「
ま
つ
、
蓬
所
だ
け
で
閉
し
止
め
カ
の
は
幸
ひ
で
あ
っ
糞
。
」
　
ビ
皆
言
っ
て
み

る
。
バ
ン
ビ
τ
氏
ば
自
分
等
の
峙
即
っ
て
來
六
の
を
顧
［
み
て
、
「
や
あ
、
此
の
涌
一

り
、
ひ
ご
い
こ
ビ
で
し
カ
O
あ
な
表
の
室
が
丁
度
此
の
上
に
當
っ
て
ゐ
ま
し
六

が
、
安
全
で
す
”
門
」
－
i
火
元
は
璽
所
の
一
隅
に
片
づ
け
て
あ
っ
六
掃
除
道
具

ナ
イ
ル
・
マ
ッ
ト
か
ら
自
獲
的
に


